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は
じ
め
に
─
編
む
書
物

あ
た
ら
し
い
国
語
辞
書
を
世
に
送
り
出
す
悲
喜
こ
も
ご
も
を
描
い
た
三
浦

し
を
ん
の
佳
篇
『
舟
を
編
む（

（
（

』
は
、
映
画
化
も
さ
れ
て
、
記
憶
に
残
っ
て
い

る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

近
代
日
本
国
語
辞
書
の
誕
生
と
な
っ
た
大
槻
文
彦
の
『
言
海
』
を
踏
ま
え
、

『
大
渡
海
』
と
命
名
さ
れ
た
あ
た
ら
し
い
国
語
辞
書
の
編
集
担
当
に
と
第
一

営
業
部
か
ら
抜
擢
さ
れ
た
馬ま

締じ
め

青
年
に
、「「
辞
書
は
、
言
葉
の
海
を
渡
る
舟

だ
」
と
「
魂
の
根
幹
を
吐
露
す
る
思
い
で
、（
先
輩
編
集
者
の
）
荒
木
は
告
げ
」、

監
修
の
松
本
先
生
は
続
け
て
、「
海
を
渡
る
に
ふ
さ
わ
し
い
舟
を
編
む
」
と

静
か
に
語
る
印
象
深
い
場
面
が
、
冒
頭
に
あ
る（

（
（

。
映
画
『
舟
を
編
む
』
の
松

本
先
生
役
は
加
藤
剛
の
遺
作
一
本
手
前
の
映
画
作
品
と
な
っ
た
が
、
晩
年
の

代
表
作
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
を
書
き
添
え
て
お
き
た
い
。

参
考
業
務
（reference w

ork

）
お
よ
び
参
考
図
書
（reference 

books

）
に
つ
い
て
の
研
究
を
通
し
て
、
戦
後
日
本
の
図
書
館
学
を
牽
引
し

た
長
澤
雅
男
は
、
そ
の
著
書
『
情
報
と
文
献
の
探
索（

（
（

』
あ
る
い
は
『
情
報
源

と
し
て
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク（

（
（

』
に
お
い
て
、
図
書
館
に
お
け
る
図
書
は
、

「
通
読
す
る
種
類
の
も
の
」
と
「
一
部
分
を
参
照
す
る
だ
け
で
利
用
目
的
が

達
せ
ら
れ
る
種
類
の
も
の
」
と
に
大
別
さ
れ
る
と
し
、
前
者
を
「
読
む
本
」、

後
者
を
「
調
べ
る
本
」
と
し
て
、
参
考
図
書
の
訳
語
を
当
て
て
い
る
。
ま
た
、

参
考
図
書
の
要
件
の
一
つ
に
、「
形
式
面
で
は
、
項
目
見
出
し
を
立
て
、
そ

れ
ら
を
一
定
の
配
列
方
法
に
し
た
が
っ
て
編
成
し
て
い
る
こ
と
」
を
挙
げ
て
、

「
編
む
書
物
」
と
し
て
の
参
考
図
書
の
特
性
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の

参
考
図
書
を
「
事
実
解
説
的
な
」
も
の
と
、「
案
内
指
示
的
な
」
も
の
の
二

つ
に
分
岐
さ
せ
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
参
考
図
書
の
う
ち
後
者
の
「
案
内
指
示
的
な
」
機
能

を
持
つ
と
言
わ
れ
る
「
書
誌
」
に
つ
い
て
、
二
、
三
の
断
想
を
述
べ
て
み
た

【
特
集
】

情
報
を
編
む
／
解
く

知
識
と
情
報
を
編
む
─
─
書
誌
を
め
ぐ
る
二
、三
の
断
想
─
─

水
谷
　
長
志
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い
。
特
に
長
澤
に
よ
る
「
書
誌
の
種
類
」（
図
1
）
に
お
い
て
の
一
次
的
書

誌
と
し
て
の
「
世
界
書
誌
」
と
、
二
次
的
書
誌
と
し
て
の
「
個
人
書
誌
」
の

一
端
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。

本
稿
は
、
高
野
彰
が
『
図
書
館
情
報
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
の
「
2
・
3 

書
誌
学（

（
（

」
に
お
い
て
展
開
し
た
、
特
に
西
洋
の
「
分
析
書
誌
学
」（analytical 

bibliography

）
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て

お
く
。「
書
誌
の
種
類
」
に
つ
い
て
は
、
長
澤
、
堀
込
静
香
、
お
よ
び
日
本

索
引
家
協
会
の
活
動
を
踏
ま
え
て
刊
行
さ
れ
た
『
書
誌
を
つ
く
る　

上
・
下

巻（
（
（

』
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
書
誌
の
種
類
を
註
7
に
補
足
し
て
お
く
。

一
．
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
の
あ
る
警
句
を
め
ぐ
っ
て

現
在
、
筑
波
大
学
情
報
学
群
知
識
情
報
・
図
書
館
学
類
と
な
っ
て
い
る
こ

の
学
類
は
、
か
つ
て
は
国
立
大
学
唯
一
の
図
書
館
情
報
学
の
単
科
大
学
が
そ

の
前
身
で
あ
っ
た
。
図
書
館
情
報
大
学
の
第
三
代
藤
川
正
信
学
長
に
は
、
四

〇
代
初
年
の
著
作
と
し
て
「
人
類
の
持
っ
て
い
る
全
知
識
か
ら
あ
な
た
の
必

要
な
知
識
を
引
き
出
す
本
」
と
い
う
副
題
を
持
つ
『
第
二
の
知
識
の
本
』
と

い
う
新
書
が
あ
る
。
教
授
で
あ
っ
た
藤
川
の
図
書
館
情
報
学
概
論
を
聴
講
し

た
と
き
、
例
え
ば
梅
棹
忠
夫
の
『
知
的
生
産
の
技
術
』
や
加
藤
秀
俊
の
『
整

理
学
』
と
い
っ
た
情
報
化
社
会
到
来
に
備
え
よ
、
と
い
う
類
の
啓
蒙
的
ベ
ス

図 1　書誌の種類
出典：長沢雅男、石黒裕子『情報源としてのレファレンスブック』（新版）p.166. より

世界書誌
一次的書誌 全国書誌
（一般書誌） 販売書誌（全国的なもの）

選択書誌（解題書誌を含む）
個人書誌（著者書誌を含む）

人物書誌
集合書誌（略歴つき書誌を含む）

列挙書誌 二次的書誌 主題書誌（主題文献案内を含む）
翻訳書誌
特殊書誌
その他の書誌

三次的書誌
（書誌の書誌）
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ト
セ
ラ
ー
を
凌
駕
す
る
内
容
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
ら
、
早
す
ぎ
た
名

著
と
語
っ
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

そ
の
新
書
の
扉
に
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
（D

r. Sam
uel 

Johnson, 
一
七
〇
九
～
一
七
八
四
）
の
、
図
書
館
学
の
世
界
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
高
名
な
次
の
言
葉
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン

博
士
の
傍
ら
に
常
に
居
て
、
い
ま
で
言
う
な
ら
ば
一
種
の
「
追
っ
か
け
」
で

は
な
い
か
と
思
う
の
だ
が
、
博
士
に
い
つ
も
帯
同
し
（
図
2
）、
博
士
の
語

る
多
く
の
警
句
や
ジ
ョ
ー
ク
に
満
ち
た
言
葉
を
記
録
し
て
、
伝
記
文
学
の
最

高
峰
と
も
呼
ば
れ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ボ
ズ
ウ
ェ
ル
（Jam

es Bosw
ell, 

一
七

四
〇
～
一
七
九
五
）
が
著
し
た
『
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
伝
』
の
一
七

七
五
年
四
月
一
八
日
の
頁
に
顕
わ
れ
る
も
の
だ
。

K
now

ledge is of tw
o kinds; w

e know
 a subject ourselves,

or w
e know

 w
here w

e can find inform
ation upon it.

Jam
es Bosw

ell. T
he Life of Sam

uel Johnson. 18 A
pr., 1775.

藤
川
訳
（
一
九
六
三
）：

「
知
識
に
は
二
種
類
あ
る
。
自
分
で
何
か
を
知
っ
て
い
る
か
、
知
り
た
い

も
の
に
つ
い
て
何
を
調
べ
た
ら
い
い
か
を
知
っ
て
い
る
。」

図 2　ジョンソン博士とボズウェル（右）
Walking up the High Street, Edinburgh, etching from Picturesque Beauties of Boswell, Part the 
First, by Thomas Rowlandson (1757-1827), after Samuel Collings (active 1784-95), date: May 15, 1786.
https://www.metmuseum.org/art/collection/search/392695
Courtesy Metropolitan Museum of Art, New York. Accession Number: 17.3.888-359
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『
第
二
の
知
識
の
本
』
新
潮
社
（
新
潮
ポ
ケ
ッ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
）、

一
九
六
三
年
、
扉
の
翻
訳
。

ボ
ズ
ウ
ェ
ル
の
『
ジ
ョ
ン
ソ
ン
伝
』
は
こ
れ
ま
で
抄
訳
と
全
訳
の
二
書
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
全
訳
を
な
し
た
中
野
好
之
は
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い

る
。中

野
訳
（
一
九
八
二
）：「
知
識
に
は
二
種
類
あ
っ
て
、
我
々
は
或
る
主
題

を
自
分
で
知
る
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
主
題
に
つ
い
て
の
情
報
が
ど
こ
で
え
ら

れ
る
か
を
知
る
か
で
す
。」

続
け
て
、「
我
々
が
何
か
を
調
べ
よ
う
と
思
う
時
に
ま
ず
最
初
に
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
は
、
い
ま
ま
で
に
ど
ん
な
本
が
こ
の
主
題
を
取
扱
っ
た
か
を
知

る
こ
と
で
、
我
々
が
カ
タ
ロ
グ
を
検
索
し
た
り
、
図
書
館
の
書
物
の
背
表
紙

を
通
覧
す
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
」
と
そ
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
Ｊ
．
ボ
ズ
ウ
ェ
ル
著
、
中
野
好
之
訳
『
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
伝
』
第
二
巻
、
一
三
九
頁
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
二
年
。『
ジ
ョ
ン
ソ

ン
伝
』
全
訳
版
。
後
に
、
抜
粋
版
と
し
て
『
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
の
言
葉
』
も

あ
る
（
同
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

こ
の
言
葉
の
語
ら
れ
た
場
面
は
、
ボ
ズ
ウ
ェ
ル
が
い
つ
も
の
よ
う
に
ジ
ョ

ン
ソ
ン
博
士
の
お
供
を
し
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
卿
の
書
斎
に
入
る
や
、
博
士
が

そ
の
本
棚
に
走
り
寄
る
の
を
、
同
道
の
画
家
レ
イ
ノ
ル
ズ
が
、
い
つ
も
の
奇

妙
な
癖
で
す
な
、
と
皮
肉
っ
た
物
言
い
に
対
し
て
の
博
士
の
反
撃
の
一
言
で

あ
っ
た
。

藤
川
は
そ
の
著
『
第
二
の
知
識
の
本
』
に
お
い
て
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士

へ
の
言
及
は
本
文
中
に
は
ど
こ
に
も
な
い
。
一
方
で
度
重
ね
て
こ
の
言
葉
を

引
用
し
て
紹
介
し
て
い
る
の
が
、
伊
那
谷
の
老
子
と
な
っ
た
加
島
祥
造
で
あ

る
。「

本
書
（『
英
語
の
辞
書
の
話
』）
の
基
本
的
な
方
向
は
巻
頭
の
第
一
の
引

用
句
─
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
の
言
葉
─
に
要
約
さ
れ
て
い
」
る
と
し
て
左
記
の

訳
文
を
載
せ
て
い
る（

（
（

。

加
島
訳
（
一
九
七
六
）：「
知
識
に
は
二
種
類
あ
る
。
ひ
と
つ
は
あ
る
主
題
に

つ
い
て
自
分
が
知
っ
て
い
る
と
い
う
場
合
の
知
識
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、

そ
の
主
題
に
つ
い
て
の
情
報
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
知
っ
て
い
る
、
と
い
う
場

合
の
知
識
で
あ
る
」

『
英
語
の
辞
書
の
話
』
講
談
社
、
一
九
七
六
年
、
八
頁
。

加
島
に
は
も
う
一
つ
別
の
訳
が
あ
る
の
で
併
せ
て
紹
介
し
て
お
く
。

加
島
訳
（
一
九
八
三
）：「
知
識
に
は
二
種
類
あ
る
の
で
す
。
ひ
と
つ
は
私
自

身
が
そ
れ
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
場
合
の
知
識
だ
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
自
分

の
知
ら
ぬ
こ
と
を
知
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
の
知
識
だ
。」

『
新
・
英
語
の
辞
書
の
話　

引
用
句
辞
典
の
こ
と
』
講
談
社
、
一
九
八
三
年
、

一
七
一
頁
。
後
に
講
談
社
学
術
文
庫
で
『
引
用
句
辞
典
の
話
』
と
し
て
再
刊
、
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一
九
九
〇
年
、
一
九
四
～
一
九
五
頁
。

戦
前
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
に
上
巻
が
翻
訳
（
抄
訳
）
さ
れ
た
岩
波

文
庫
の
神
吉
三
郎
の
訳
も
併
せ
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

神
吉
訳
（
一
九
四
六
）：「
知
識
に
は
二
種
類
あ
る
。
わ
れ
〳
〵
が
自
身
そ
の

問
題
を
知
っ
て
い
る
場
合
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
知
識
が
何
處
を
探
し
た
ら

得
ら
れ
る
か
を
知
っ
て
ゐ
る
場
合
と
で
す
。」

『
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ヂ
ョ
ン
ソ
ン
伝　

中
巻
』
岩
波
文
庫
、
一
九
四
六
年
、
一

二
六
頁
。

こ
こ
に
藤
川
、
中
野
、
加
島
そ
し
て
本
邦
初
訳
（
と
思
わ
れ
る
）
の
神
吉

の
訳
文
を
並
べ
て
み
た
が
、
さ
す
が
に
藤
川
訳
は
、「
何
を
調
べ
た
ら
い
い

か
」
と
な
っ
て
お
り
、
図
書
館
の
中
の
風
景
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。

つ
ま
り
、
藤
川
が
こ
の
警
句
のor

以
下
の“w

e know
 w

here w
e can 

find inform
ation upon it ”

を
「
第
二
の
知
識
」
と
呼
び
、
図
書
館
情
報
学

概
論
に
お
い
て
語
っ
た
こ
と
を
敷
衍
し
て
書
く
な
ら
ば
、
図
書
館
に
は
「
第

一
の
知
識
」
を
内
包
す
る
あ
ま
た
の
本
が
あ
る
、
図
書
館
員
は
そ
こ
に
あ
る

知
識
の
す
べ
て
を
持
ち
、
知
り
え
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
が
、「
第

一
の
知
識
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
手
立
て
を
開
発
し
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
利

用
者
へ
、
そ
の
知
識
や
情
報
の
「
あ
り
ど
こ
ろ
」
を
指
し
示
す
、index

す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
否
、
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
「
第
二

の
知
識
」
こ
そ
が
、
図
書
館
と
い
う
も
の
の
機
能
の
本
質
で
あ
り
、
図
書
館

員
の
専
門
職
能
人
と
し
て
の
技
能
の
根
底
に
あ
る
べ
き
も
の
だ
、
と
藤
川
は
、

草
創
間
も
な
い
図
書
館
情
報
大
学
で
の
図
書
館
情
報
学
概
論
に
お
い
て
、

語
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
案
内
指
示
的
な
参
考
図
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
書
誌
」

の
機
能
こ
そ
が
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
の“or w

e know
 w

here w
e can 

find inform
ation upon it ”

の
こ
の
言
葉
を
具
現
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

先
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
の
こ
の
警
句
が
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
だ

と
書
い
た
の
に
は
、
訳
が
あ
る
。

藤
川
は
戦
後
間
も
な
く
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
留
学
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、

ジ
ョ
ー
ジ
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
大
学
で
ア
メ
リ
カ
流
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
サ
イ
エ
ン

ス
を
学
び
、
帰
国
後
に
慶
應
義
塾
大
学
の
文
学
部
に
新
設
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・

ス
ク
ー
ル
で
教
鞭
を
執
っ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
の
こ
の
警
句
も
、
お
そ
ら

く
は
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
講
義
の
一
コ
マ
で
接
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

し
て
い
る
。『
第
二
の
知
識
の
本
』
の
扉
を
飾
っ
た
こ
の
警
句
に
つ
い
て
、

藤
川
が
本
文
で
は
な
ん
ら
触
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
既
に
記
し
た
。

閑
話
休
題
な
が
ら
、
筆
者
は
、
本
学
着
任
の
前
は
、
長
く
東
京
国
立
近
代

美
術
館
の
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
に
勤
め
た
が
、
最
終
盤
の
二
〇
一
四
～
一
六

年
の
三
年
間
は
、
文
化
庁
か
ら
の
支
援
を
得
て
、「
海
外
日
本
美
術
資
料
専

門
家
（
司
書
）
の
招
へ
い
・
研
修
・
交
流
事
業
」（
通
称
Ｊ
Ａ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
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ク
ト
）
を
企
画
実
現
し
た（

（
（

。

こ
れ
は
海
外
の
日
本
美
術
に
関
わ
っ
て
研
究
を
補
佐
す
る
日
本
研
究
図
書

館
員
を
日
本
に
招
へ
い
す
る
も
の
で
あ
り
、
三
年
間
二
五
名
、
一
二
カ
国
か

ら
関
係
者
を
招
い
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
終
日
に
は
、
各
人
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
印
象
と
得
た
も
の
、
今
後
へ
の
展
望
な
ど
を
日
本
語
で
公
開

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。

二
年
目
の
二
〇
一
五
年
の
参
加
者
の
一
人
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
東
洋
ア
フ

リ
カ
研
究
学
院
、
通
称
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
（the School of O

riental and 

A
frican Studies

）
の
図
書
館
で
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
マ
ル
テ
ィ
メ
デ
ィ

ア
・
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
と
し
て
勤
務
す
る
Ｗ
さ
ん
は
、
韓

国
の
西
江
大
学
校
（
ソ
ガ
ン
大
学
）
で
学
士
（
史
学
）
を
取
得
、
後
に
英
国

へ
渡
り
、Loughborough U

niversity

（
ラ
フ
バ
ラ
大
学
）
で
修
士
（
情

報
・
図
書
館
経
営
学
）
と
Ｍ
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
（M

em
ber of Chartered 

Institute of Library and Inform
ation Professionals

）Certification

を
取
得
し
て
、
二
〇
一
一
年
よ
り
現
職
に
勤
務
し
て
い
る
。

そ
の
彼
女
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
最
終
ス
ラ
イ
ド
で
、
Ｗ
さ
ん
は
ま

さ
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
の
こ
の
警
句
を
紹
介
し
て
、「
最
近
の
研
究
傾
向
は

何
か
、
ま
た
ど
こ
で
ど
ん
な
知
識
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、

司
書
と
し
て
の
知
識
を
積
む
た
め
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
」
と
締
め
く
く
っ
た（

（（
（

。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
で
、
ど
こ
で
こ
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
の
言
葉

を
知
っ
た
の
か
の
筆
者
の
問
い
に
、
ラ
フ
バ
ラ
大
学
で
の
講
義
で
、
と
Ｗ
さ

ん
が
語
っ
た
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
多
く
の
海
外
の
大
学
学
部
お
よ
び
大
学
院

で
の
図
書
館
学
の
講
義
で
、
こ
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
の
警
句
は
、
図
書
館
と

図
書
館
員
の
本
質
を
伝
え
る
言
葉
と
し
て
広
く
引
用
伝
授
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
確
信
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
．
ゲ
ス
ナ
ー
の
世
界
書
誌
を
め
ぐ
っ
て

次
に
書
誌
の
歴
史
、
と
り
わ
け
世
界
書
誌
の
歴
史
の
一
端
を
ふ
り
返
っ
て

み
た
い
。

図
書
館
と
そ
の
歴
史
に
関
心
を
寄
せ
る
者
に
と
っ
て
、「
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
」
と
い
う
地
名
の
響
き
に
は
「
失
わ
れ
た
」
が
必
ず
つ
い
て
ま
わ
り
、

常
に
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
図
書
館
」
は
「
失
わ
れ
た
図
書
館
」
の
隠

メ
タ
フ
ァ
ー喩

と
な
っ
て
い
る
。

か
つ
て
壮
麗
な
図
書
館
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ム
セ
イ
オ
ン
（
古
代
ギ

リ
シ
ャ
語
：Μ

ουσείον

、
ラ
テ
ン
文
字
表
記
：M

ouseion

）
に
あ
っ
て
、

そ
の
図
書
館
の
崩
落
の
原
因
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、
キ
リ
ス
ト
教
が
ロ
ー
マ

帝
国
の
国
教
と
な
っ
た
頃
に
は
そ
の
姿
を
消
し
た
ら
し
い（

（（
（

。
こ
の
図
書
館
が

図
書
館
で
あ
ら
し
め
る
最
大
の
理
由
は
、
膨
大
な
書
物
、
そ
れ
は
パ
ピ
ル
ス
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に
文
字
が
記
さ
れ
た
巻
物
状
の
書
物
（V

olum
en

）
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
ア
ッ
シ
ュ
ー
ル
バ
ニ
パ
ル
王
の
ニ
ネ
ヴ
ェ
の
粘
土
版

に
楔
形
文
字
で
記
録
さ
れ
た
膨
大
な
文
書
と
そ
の
堆
積
を
指
し
て
、
図
書
館

と
言
う
こ
と
は
難
し
い（

（（
（

。

図
書
館
に
は
資
料
そ
の
も
の
と
、
そ
れ
を
管
理
す
る
（
司
る
）
専
門
職
能

人
と
資
料
を
検
索
す
る
手
立
て
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ

ア
の
図
書
館
に
あ
っ
た
と
い
う
司
書
カ
リ
マ
コ
ス
（Callim

achus, 

前
三
一

〇
年
頃
～
？
）
の
手
に
な
る
『
ピ
ナ
ケ
ス
（Pinakes

）』
と
通
称
さ
れ
る
蔵

書
目
録
、
あ
る
い
は
蔵
書
の
解
題
書
誌
と
も
言
う
べ
き
も
の
の
存
在
が
あ
っ

て
こ
そ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
図
書
館
は
図
書
館
た
り
得
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
帝
国
の
東
西
分
裂
か
ら
西
ロ
ー
マ
帝
国
の
滅
亡
を
経
て
、
西
欧
は

中
世
世
界
へ
と
入
る
の
だ
が
、
本
の
様
態
は
巻
物
か
ら
重
厚
堅
牢
で
、
ま
る

で
石
の
よ
う
なCodex

と
呼
ば
れ
る
中
世
写
本
へ
と
姿
を
変
え
て
い
く
。

「
祈
り
、
働
け
」
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
修
道
院
は
僧
侶
を
多
く
の
写
字
生

に
仕
立
て
上
げ
、
長
い
時
間
の
集
中
を
課
し
て
、
徐
々
に
多
数
の
写
本
か
ら

な
る
大
図
書
館
を
形
成
し
て
い
く
。

ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
・
ボ
ル
ヘ
ス
の
『
バ
ベ
ル
の
図
書
館（

（（
（

』
は
、
旧
約
聖
書

「
創
世
記
」
の
「
バ
ベ
ル
の
塔
」
を
下
敷
き
に
し
、
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ

に
よ
る
『
薔
薇
の
名
前（

（（
（

』
は
、
ボ
ル
ヘ
ス
の
『
バ
ベ
ル
の
図
書
館
』
へ
の
オ

マ
ー
ジ
ュ
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

二
〇
一
七
年
四
～
七
月
に
東
京
都
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
ボ

イ
マ
ン
ス
美
術
館
蔵
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
「
バ
ベ
ル
の
塔
」
展
に
出
品
さ
れ
た
大

作
に
見
ら
れ
る
執
拗
で
精
緻
な
筆
業
で
描
か
れ
た
こ
の
大
画
面
か
ら
照
射
さ

れ
る
最
も
強
い
感
興
は
、「
巨
大
（huge

）」
で
あ
る
こ
と
と
、「
未
完

（unaccom
plished

）」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

エ
ー
コ
の
『
薔
薇
の
名
前
』
も
ま
た
映
画
化
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
舞
台

は
、
一
三
二
七
年
の
北
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
修
道
院
。
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会
修
道
士
バ
ス
カ
ヴ
ィ
ル
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
（
彼
は
中
世
修
道
院
に
現
れ

た
名
探
偵
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
で
あ
る
、
シ
ョ
ー
ン
・
コ
ネ
リ
ー
が

演
じ
た
）
が
、
見
習
修
道
士
メ
ル
ク
の
ア
ド
ソ
（
彼
も
ま
た
ホ
ー
ム
ズ
の
弟

子
ワ
ト
ソ
ン
君
で
あ
る
）
と
と
も
に
つ
い
に
侵
入
に
成
功
す
る
修
道
院
の
巨

大
図
書
館
の
中
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
最
大
の
図
書
館

に
い
る
」
こ
と
に
狂
喜
す
る
（
図
3
）。

こ
の
場
面
は
、『
バ
ベ
ル
の
図
書
館
』
の
も
っ
と
も
核
と
な
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
、「
途
方
も
な
い
喜
び
」
を
実
写
と
し
て
描
い
た
、
シ
ョ
ー
ン
・
コ
ネ

リ
ー
迫
真
の
演
技
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
喜
び
も
つ
か
の
間
、
異

端
審
問
の
処
刑
が
進
行
す
る
中
で
、
こ
の
図
書
館
は
、
図
書
館
の
真
の
造
築

者
で
あ
り
、
図
書
館
長
で
あ
る
盲
目
の
老
師
ホ
ル
ヘ
・
ダ
・
ブ
ル
ゴ
ス
自
ら

の
手
に
よ
っ
て
、
幻
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
詩
学
』
の
第
二
部
「
喜
劇
論
」
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と
と
も
に
灰
燼
に
帰
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
ま
た
、「
失
わ
れ
た
図
書
館
」

の
メ
タ
フ
ァ
ー
が
立
ち
現
れ
る
の
で
あ
る
。

あ
ら
た
め
て
ボ
ル
ヘ
ス
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
『
バ
ベ
ル
の
図
書
館
』
か
ら
抜

い
て
み
よ
う
。

「
図
書
館
が
あ
ら
ゆ
る
本
を
蔵
し
て
い
る
と
公
表
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
第

一
印
象
は
途
方
も
な
い

よ
ろ
こ
び
と
い
っ
た
も

の
で
あ
っ
た（

（（
（

」

ロ
ジ
ェ
・
シ
ャ
ル
チ

エ
は
そ
の
著
『
書
物
の

秩
序（

（（
（

』
の
最
終
第
三
章

を
こ
の
ボ
ル
ヘ
ス
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
始
め

て
お
り
、「
す
べ
て
の

知
識
を
、
か
っ
て
書
か

れ
た
す
べ
て
の
書
物
を

集
め
た
図
書
館
を
持
つ

と
い
う
夢
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
を
と
っ
て
、
西

洋
文
明
の
歴
史
に
一
貫

し
て
存
在
し
て
き
た
…
こ
の
夢
は
ま
た
、
世
界
の
記
憶
を
収
容
で
き
る
建
物

を
造
る
と
い
う
建
築
の
所
作
に
も
指
示
を
与
え
て
き
た
」
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

エ
ー
コ
の
『
薔
薇
の
名
前
』
の
舞
台
は
一
三
二
七
年
で
あ
っ
た
。
マ
イ
ン

ツ
の
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
（Johannes Gutenberg, 

一
三
九
八
頃
～
一
四
六

八
）
が
活
字
印
刷
術
を
発
明
す
る
一
世
紀
余
に
も
遡
り
な
が
ら
、
ボ
ル
ヘ
ス

の
『
バ
ベ
ル
の
図
書
館
』
さ
な
が
ら
の
、
迷
宮
か
つ
巨
大
な
図
書
館
が
写
本

に
お
い
て
構
築
さ
れ
、
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
そ
の
物
語
の
背
景
と
し
て
い

る
。一

四
五
五
年
、
マ
イ
ン
ツ
で
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
は
四
二
行
聖
書
を
活
字
印

刷
術
を
も
っ
て
初
め
て
世
に
送
り
出
し
た
。
こ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
の
三
大
発
明

の
筆
頭
に
く
る
新
技
術
は
、
一
五
〇
〇
年
ま
で
の
初
期
印
刷
本
を
特
に
「
イ

ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
（incunabula

）」、
揺
籃
期
本
と
呼
称
す
る
よ
う
に
、
グ
ー

テ
ン
ベ
ル
ク
の
頭
の
思
考
に
は
、
あ
ら
た
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
タ
イ
ポ
グ
ラ

フ
ィ
ー
か
ら
な
る
革
新
的
な
本
の
開
拓
者
で
あ
ろ
う
と
す
る
意
志
は
ひ
と
か

け
ら
も
な
か
っ
た
。
彼
に
あ
る
の
は
、
中
世
写
本
の
忠
実
な
再
現
で
あ
り
、

真
に
革
新
的
な
新
た
な
本
の
時
代
の
幕
開
け
は
、
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
マ
ル

ツ
ォ
・
マ
ー
ニ
ョ
の
『
そ
の
と
き
、
本
が
生
ま
れ
た（

（（
（

』
に
お
い
て
「
出
版
界

の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
」
と
呼
ば
れ
た
、
ヴ
エ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ア
ル
ド
・
マ
ヌ
ー

ツ
ィ
オ
（A

ldus M
anutius, 

一
四
五
〇
頃
～
一
五
一
五
）
の
登
場
よ
っ
て
、

大
き
く
歴
史
は
進
め
ら
れ
た
。

図 3　映画『薔薇の名前』より

アドソ分かるか？　キリスト教世界で最大の図書館にいる！
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そ
の
革
新
の
波
及
の
速
さ
は
、
例
え
ば
、
一
四
八
二
年
を
舞
台
に
、
つ
ま

り
は
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
発
明
か
ら
三
〇
年
も
経
っ
て
い
な
い
、
パ
リ
に
お

い
て
、
Ｖ
．
ユ
ゴ
ー
が
『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
＝
ド
・
パ
リ
』
で
描
い
た
、「
司

教
補
佐
（
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ロ
ロ
）
は
し
ば
ら
く
黙
っ
て
そ
の
巨
大
な
建
物
を

な
が
め
て
い
た
が
、
や
が
て
溜
息
を
ひ
と
つ
つ
く
と
、
右
手
を
、
テ
ー
ブ
ル

に
ひ
ろ
げ
て
あ
っ
た
書
物
の
ほ
う
へ
伸
ば
し
、
左
手
を
、
ノ
ー
ト
ル
＝
ダ
ム

大
聖
堂
の
ほ
う
へ
差
し
出
し
て
、
悲
し
げ
な
目
を
書
物
か
ら
建
物
へ
移
し
な

が
ら
言
っ
た
。「
あ
あ
！
こ
れ
が
あ
れ
を
滅
ぼ
す
だ
ろ
う（

（（
（

」」
に
ま
で
至
る
の

で
あ
る
。言
う
ま
で
も
な
く
、「
こ
れ
」
と
は
活
字
印
刷
の
書
物
で
あ
り
、「
あ

れ
」
と
は
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
大
聖
堂
で
あ
る
。

ユ
ゴ
ー
が
『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
＝
ド
・
パ
リ
』
を
著
し
た
一
八
三
一
年
の
、

ユ
ゴ
ー
自
身
を
取
り
巻
く
近
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
圧
倒
的
な
力
を
一
四
八

二
年
の
パ
リ
に
投
影
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
あ
ら
た
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
活

字
印
刷
の
勃
興
に
よ
る
本
の
増
殖
は
、
人
を
し
て
、「
途
方
も
な
い
喜
び
」

を
感
じ
さ
せ
る
一
方
で
、
深
い
精
神
的
危
機
を
司
教
補
佐
と
同
様
に
感
じ
さ

せ
つ
つ
、
か
つ
ま
た
、「
書
物
も
ま
た
新
し
い
大
洪
水
や
蛮
族
の
侵
入
に
そ

な
え
て
、
人
知
を
守
る
使
命
を
も
っ
た
避
難
所
な
の
だ
。
人
類
の
生
ん
だ
第0

二
の
バ
ベ
ル
の
塔

0

0

0

0

0

0

0

な
の
で
あ
」
っ
た
（
傍
点
、
筆
者（

（（
（

）。

続
け
て
、
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
に
活
字
印
刷
術
の
発
明
が
大
き
な
功
績
を

も
た
ら
し
た
こ
と
の
連
関
に
お
い
て
、
ス
イ
ス
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
の
ツ
ヴ
ィ

ン
グ
リ
の
宗
教
改
革
の
活
動
に
深
い
感
化
を
受
け
た
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ゲ
ス

ナ
ー
（Conrad Gessner, 

一
五
一
六
～
一
五
六
五
）
の
『
世
界
書
誌
』

（Bibliotheca universalis, Zürich: Christoph Froschauer, 1545

）
に

つ
い
て
述
べ
て
み
た
い（

（（
（

。

ゲ
ス
ナ
ー
の
伝
記
を
書
い
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、「
ゲ
ス
ナ
ー
は
、
十
六

世
紀
を
激
し
く
動
揺
さ
せ
た
精
神
上
の
闘
い
─
宗
教
改
革
と
ル
ネ
サ
ン
ス
─

の
ま
っ
た
だ
中
で
、
生
涯
を
送
り
、
著
作
を
書
い
た
」
と
評
し
て
い
る（

（（
（

。

ア
ン
・
ブ
レ
ア
の
『
情
報
爆
発
─
初
期
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
情
報
管
理

術
』
が
昨
年
、
二
〇
一
八
年
に
中
央
公
論
新
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
四
四
六

頁
に
お
よ
ぶ
大
著
だ
が
、
原
書
名
は
、T

oo M
uch to K

now
: M

anaging 

Scholarly Inform
ation before the M

odern A
ge

で
あ
り
、
イ
エ
ー
ル

大
学
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
の
邦
訳
で
あ
る
。

そ
の
序
文
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
た
か
も
こ
れ
が
何
か
ま
っ
た
く
新
し

い
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
自
分
た
ち
は
情
報
化
時
代
に
生
き
て
い
る
と

言
う
。
だ
が
、
実
際
は
、
わ
れ
わ
れ
が
情
報
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
情
報
を

扱
っ
た
り
す
る
今
日
の
方
法
の
多
く
は
、
何
世
紀
も
前
に
遡
る
思
考
の
型
や

実
践
に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
書
は
最
も
長
く
受
け
継
が
れ
て
き
た

情
報
管
理
の
伝
統
の
一
つ
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
を
探
っ
て
い
る
─
す
な
わ

ち
、
私
が
便
利
な
略
記
と
し
て
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
書
」
と
読
む
も
の
の
中
に

…
参
照
を
目
的
と
し
て
収
集
し
、
配
置
し
て
い
く
と
い
う
伝
統
で
あ
る
」
と
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い
う
言
葉
か
ら
始
ま
っ
て
い
る（

（（
（

。

ブ
レ
ア
の
第
一
章
「
比
較
の
観
点
か
ら
見
た
情
報
管
理
」
で
は
、
早
々
に
、

「
多
す
ぎ
る
書
物
と
い
う
主
題
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

図
4
に
示
す
ゲ
ス
ナ
ー
の
『
世
界
書
誌
（Bibliothca universalis

）』
は
、

ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
お
い
て
一
五
四
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
書
名
は
長

く
、「
萬
有
書
誌
、
あ
る
い
は
、
三
種
の
学
問
語
、
即
ち
、
ラ
テ
ン
語
、
ギ

リ
シ
ャ
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
書
か
れ
た
あ
ら
ゆ
る
著
作
の
、
並
び
に
わ
れ
わ

れ
に
伝
承
さ
れ
た
、
同
様
に
失
わ
れ
た
、
古
代
の
、
ま
た
現
代
に
い
た
る
ま

で
の
比
較
的
最
近
の
、
学
識
の
あ
る
、
そ
し
て
学
識
の
な
い
、
公
に
さ
れ
た
、

あ
る
い
は
未
だ
印
刷
さ
れ
ず
図
書
館
に
埋
も
れ
て
い
る
著
作
の
内
容
豊
か
な

目
録
。
こ
れ
は
公
の
、
そ
し
て
私
的
な
図
書
館
を
構
築
す
る
た
め
に
必
要
不

可
欠
な
新
し
い
著
作
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
技
芸
、
学
問
に
意

欲
を
燃
や
す
者
た
ち
が
そ
の
研
究
を
有
用
な
も
の
と
す
る
た
め
に
極
め
て
価

値
あ
る
著
作
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
医
学
博
士
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ゲ
ス
ナ
ー
に
よ
っ

て
執
筆
さ
る（

（（
（

」
で
あ
る
。

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
発
明
か
ら
一
世
紀
も
経
て
は
い
な
い
時
点
に
お
い
て
、

ゲ
ス
ナ
ー
の
胸
中
に
去
来
し
た
、「
大
量
の
書
物
」
は
記
録
さ
れ
な
け
れ
ば

瞬
く
間
に
失
わ
れ
る
と
い
う
、
フ
ロ
ロ
と
は
真
逆
の
虞
れ
か
ら
生
ま
れ
た
壮

大
な
「
世
界
書
誌
」
へ
向
け
て
の
夢
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

ゲ
ス
ナ
ー
の
伝
記
を
書
い
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ゲ
ス

ナ
ー
は
「
こ
の
地
上
に
あ
る
す
べ
て
の
も
の
の
無
常
さ
」
に
抗
い
、
書
誌
に

よ
っ
て
本
の
記
録
を
残
す
、「
世
界
書
誌
の
夢
」
へ
の
一
歩
こ
そ
が
、
本
書

の
編
纂
刊
行
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

『
情
報
爆
発
』
の
ブ
レ
ア
は
、
ゲ
ス
ナ
ー
が
抱
い
て
い
た
「
多
す
ぎ
る
書

物
と
い
う
主
題
」
に
つ
い
て
の
感
情
を
、「「
こ
の
時
代
に
お
け
る
無
益
な
書

き
物
の
愚
か
し
さ
」
や
「
有
害
で
人
を
混
乱
さ
せ
る
書
物
の
氾
濫
」
に
苦
言

を
呈
し
」
つ
つ
、
同
時
に
「
そ
の
状
況
に
高
揚

0

0

し
て
い
た
」（
傍
点
、
筆
者
）

と
書
い
て
い
る（

（（
（

。

図 4　ゲスナー『世界書誌』タイトルページ
出典：フィッシャー『ゲスナー　生涯と著作』p.35. より
訳書においては『書誌総覧』と記載
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こ
こ
に
あ
る
ゲ
ス
ナ
ー
の
高
揚

0

0

は
、
ボ
ル
ヘ
ス
の
『
バ
ベ
ル
の
図
書
館
』

に
お
け
る
「
途
方
も
な
い
喜
び
」
で
あ
り
、
エ
ー
コ
の
『
薔
薇
の
名
前
』
に

お
け
る
「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
最
大
の
図
書
館
に
い
る
」
と
叫
ぶ
バ
ス
カ

ヴ
ィ
ル
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
修
道
士
の
驚
喜
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
、
と
言
っ
て

よ
い
。

そ
し
て
、『
薔
薇
の
名
前
』
の
あ
の
修
道
院
図
書
館
も
、
あ
る
い
は
ス
ペ

イ
ン
の
フ
ェ
リ
ペ
二
世
の
絶
対
王
政
の
も
と
に
お
い
て
構
築
さ
れ
た
、
あ
の

エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
宮
殿（

（（
（

の
中
の
大
広
間
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
な
が
ら
も

焼
失
し
て
し
ま
っ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
友
人
、
デ
ィ
エ
ホ
・
ウ
ル
タ
ド
・

デ
・
メ
ン
ド
サ
私
有
の
蔵
書
な
ど
、「
失
わ
れ
た
図
書
館
」
の
影
は
常
に
ま

と
い
つ
き
、
だ
か
ら
こ
そ
一
層
に
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
言
葉
を
再
び
引
く
な

ら
ば
、「
こ
の
地
上
に
あ
る
す
べ
て
の
も
の
の
無
常
さ
」
に
抗
し
て
、
ゲ
ス

ナ
ー
の
「
世
界
書
誌
」
は
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
今
日
ま
で
、
そ
の
思
い

は
図
書
館
員
の
夢
想
に
脈
々
と
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
度
、
シ
ャ
ル
チ
エ
の
「
こ
の
夢
は
ま
た
、
世
界
の
記
憶
を
収
容
で

き
る
建
物
を
造
る
と
い
う
建
築
の
所
作
に
も
指
示
を
与
え
て
き
た
」
と
い
う

言
葉
に
戻
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ス
国
王
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
が
一
五
三
七
年
に
発
し
た
モ
ン
ペ
リ
エ

の
勅
令
か
ら
始
ま
る
納
本
制
度
は
、
西
欧
各
国
の
王
権
に
広
ま
り
、
国
王
に

よ
る
こ
れ
ま
で
に
な
く
巨
大
な
図
書
館
の
誕
生
は
、
フ
ェ
リ
ペ
二
世
の
エ

図 5　エチエンヌ＝ルイ・ブーレ『国王図書館のための第二の計画案』1785
Boullée, Etienne-Louis (1728-1799). Mémoire sur les moyens de procurer à la bibliothèque du Roi les 
avantages que ce monument exige, 1785.
Source gallica.bnf.fr / Bibliothèque nationale de France
https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b100203654/f12.highres
Courtesy Gallica, BnF, Paris.
シャルチエ『書物の秩序』ちくま学芸文庫，p.126.
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ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
を
典
型
に
進
み
、
シ
ャ
ル
チ
エ
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
直
前

に
エ
チ
エ
ン
ヌ
＝
ル
イ
・
ブ
ー
レ
（Etienne Louis Boullée, 

一
七
二
八 

～
一
七
九
九
）
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
フ
ラ
ン
ス
王
室
ル
イ
の
た
め
の
図
書
館

の
イ
メ
ー
ジ
（
一
七
八
五
年
、
図
5
）
に
た
ど
り
着
く
こ
と
を
示
す
の
で
あ

る（
（（
（

。
ブ
ー
レ
の
ほ
か
の
建
築
プ
ラ
ン
の
図
と
同
様
、
こ
の
き
わ
め
て
夢
想
的

な
王
室
図
書
館
の
プ
ラ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
瓦
解
す
る
の
で
あ
る

が
、
以
後
の
歴
史
は
、
亡
命
イ
タ
リ
ア
人
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
パ
ニ
ッ
ツ
イ

（A
ntonio Panizzi, 

一
七
九
七
～
一
八
七
九
）
に
よ
る
大
英
博
物
館
の
中

の
大
円
形
閲
覧
室
（
一
八
五
七
～
一
九
九
七（

（（
（

）、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
（
略

称
Ｂ
Ｎ
：Bibliothèque nationale, 

一
八
六
八
～
）、
そ
し
て
新
大
陸
ア
メ

リ
カ
に
誕
生
す
る
市
民
に
よ
る
ボ
ス
ト
ン
図
書
館
（Boston Public 

Library, 

一
八
八
八
～
）、
大
統
領
に
よ
る
議
会
図
書
館
（
略
称
Ｌ
Ｃ
：

Library of Congress, 

一
八
九
二
～
）
が
、
現
実
の
図
書
館
の
機
能
を
も
っ

て
、
ゲ
ス
ナ
ー
の
世
界
書
誌
の
夢
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

三
．
美
術
館
が
「
編
む
」
も
の
の
一
つ
と
し
て
の

　
　
美
術
書
誌
を
め
ぐ
っ
て

美
術
館
で
の
体
験
を
ふ
ま
え
て
、
も
う
一
つ
、
書
誌
に
関
わ
る
断
想
を
書

い
て
お
き
た
い
。

以
前
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ア
ズ
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー　
『
現
代
の
眼
』
に

思
う
こ
と
」
と
い
う
一
文
を
前
職
で
の
東
京
国
立
近
代
美
術
館
の
ニ
ュ
ー
ス

誌
で
あ
る
『
現
代
の
眼
』
が
創
刊
五
〇
周
年
を
迎
え
た
折
に
書
い
た
こ
と
が

あ
る（

（（
（

。
美
術
館
の
諸
活
動
の
成
果
を
示
す
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
出
版
活
動
を
美
術

館
は
行
っ
て
き
た
。
時
と
し
て
、
そ
の
活
動
は
看
過
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
よ
く
見
直
せ
ば
、
美
術
館
は
き
わ
め
て
旺
盛
な
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
と
し

て
、
所
蔵
品
目
録
（
あ
る
い
は
図
録
）
や
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
か
ら
始
ま
り
、

年
報
、
紀
要
、
ニ
ュ
ー
ス
誌
な
ど
定
番
の
逐
次
刊
行
物
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
の
記
録
、
テ
ン
ポ
ラ
リ
な
研
究
成
果
報
告
書
、
教
育
普
及
の
た
め
の

「
キ
ッ
ズ
ガ
イ
ド
」
の
類
、
展
覧
会
に
際
し
作
成
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
、
ポ

ス
タ
ー
、
フ
ロ
ア
マ
ッ
プ
な
ど
の
エ
フ
ェ
メ
ラ（

（（
（

な
ど
そ
の
種
類
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。

所
蔵
品
の
収
集
お
よ
び
企
画
展
の
開
催
に
伴
っ
て
刊
行
さ
れ
る
所
蔵
品
目

録
（
図
録
）
や
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
る
も
の
は
、
美
術
館

が
作
品
を
め
ぐ
っ
て
「
編
む
」
出
版
物
の
代
表
格
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
美
術
館
の
「
作
品
」
を
主
役
と
し
て
編
ま
れ
た
出
版
物
で
あ
る
が
、

美
術
館
の
枠
を
越
え
て
、
広
く
美
術
品
に
つ
い
て
の
編
ま
れ
た
出
版
物
を
詳

述
し
た
、
島
本
浣
に
よ
る
労
作
『
美
術
カ
タ
ロ
グ
論　

記
録
・
記
憶
・
言

説（
（（
（

』
が
あ
る
。
本
書
の
第
一
部
「
記
録
・
記
憶
と
し
て
の
カ
タ
ロ
グ
」
に
お
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い
て
、
島
本
は
以
下
の
五
章
を
も
っ
て
、
美
術
カ
タ
ロ
グ
を
四
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
整
理
し
て
い
る
。

Ⅰ
章　

美
術
カ
タ
ロ
グ
─
定
義

Ⅱ
章　

競
売
カ
タ
ロ
グ

Ⅲ
章　

展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
─
サ
ロ
ン
を
中
心
に

Ⅳ
章　

美
術
館
カ
タ
ロ
グ
─
ル
ー
ヴ
ル
を
中
心
と
し
て

Ⅴ
章　

カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
（
作
品
総
目
録
）、
画
集

美
術
館
は
美
術
作
品
を
収
集
し
、
所
蔵
品
の
展
示
及
び
企
画
展
覧
会
を
開

く
こ
と
が
主
た
る
活
動
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
深
い
調
査
研
究
活

動
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
肝
要
必
須
で
あ
る
か
ら
、
自
然
、

図
書
室
（
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
）
が
附
置
さ
れ
、
公
開
も
さ
れ
て
い
る
。

所
蔵
品
目
録
、
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
が
作
品
を
主
役
と
す
る
美
術
館
が
「
編

む
」
出
版
物
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
美
術
館
の
な
か
の
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ

リ
に
お
い
て
は
、
美
術
文
献
を
主
役
と
す
る
美
術
館
の
「
編
む
」
出
版
物
と

し
て
、
美
術
書
誌
が
数
多
く
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
な
美
術
書
誌
作
成
家
で
あ
り
、
そ
の
成
果
の
一
頂

点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
『
美
術
家　

書
誌
の
書
誌（

（（
（

』
を
ま
と
め
た
中
島
理
壽

は
、
か
つ
て
日
本
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
つ
い
て
の
一
文
の
中
で
「
書
誌
の

宝
庫
と
し
て
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
」
と
指
摘
し
、「
特
に
美
術
家
の
個
人
書

誌
は
ど
の
分
野
に
も
な
い
ほ
ど
充
実
し
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る（

（（
（

。

東
京
都
立
中
央
図
書
館
か
ら
東
京
都
美
術
館
の
本
邦
初
の
本
格
的
公
開
美

術
館
（
内
）
美
術
図
書
室
を
開
く
現
場
に
居
合
わ
せ
た
中
島
は
、
そ
の
後
、

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
の
美
術
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
を
名
乗
り
、
多
く
の

美
術
（
家
）
書
誌
と
年
譜
・
年
表
を
編
み
、
斯
界
の
第
一
人
者
と
な
っ
た
。

そ
の
一
世
代
前
に
、
中
島
の
仕
事
の
先
駆
者
と
し
て
、
一
〇
〇
人
を
越
す
近

現
代
日
本
美
術
家
の
書
誌
を
編
ん
だ
の
が
、
初
代
の
東
京
国
立
近
代
美
術
館

の
企
画
・
資
料
課
資
料
係
長
兼
主
任
研
究
官
の
職
を
全
う
し
た
土
屋
悦
郎

だ
っ
た
。

「
日
展
三
山
」
の
東
山
魁
夷
、
杉
山
寧
、
髙
山
辰
雄
な
ど
、
主
要
近
現
代

の
日
本
美
術
の
作
家
の
ほ
と
ん
ど
の
書
誌
と
年
譜
は
、
こ
の
土
屋
の
手
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
記
録
が
編
ま
れ
、
残
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
後
に

編
ま
れ
た
後
継
の
書
誌
、
年
譜
は
、
土
屋
の
文
献
と
事
績
の
探
索
と
記
述
の

記
録
・
定
着
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
が
大
半
で
あ
る
。
初
手
と
二

番
手
と
で
は
、
書
誌
、
年
譜
作
成
の
た
め
の
苦
労
苦
心
の
あ
り
よ
う
に
は
、

大
き
な
差
異
が
あ
る
。
多
く
の
書
誌
、
年
譜
を
残
し
な
が
ら
、
土
屋
は
自
ら

自
身
の
書
誌
・
年
譜
論
を
語
る
こ
と
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
。
わ
ず
か
に

東
京
国
立
近
代
美
術
館
の
ニ
ュ
ー
ス
誌
『
現
代
の
眼
』
に
〈
美
術
ノ
ー
ト
〉

と
し
て
書
き
残
し
、
年
譜
の
個
々
の
事
績
の
真
正
性
に
関
わ
っ
て
唱
え
た

「
典
拠
文
献
主
義
」
に
つ
い
て
の
二
篇
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

「〈
美
術
ノ
ー
ト
〉
典
拠
文
献
」『
現
代
の
眼
』
一
八
一
号
、
一
九
六
二
年
一
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二
月
、
六
～
七
頁
。

「〈
美
術
ノ
ー
ト
〉
年
譜
を
つ
く
る
」『
現
代
の
眼
』
二
一
九
号
、
一
九
七
三

年
二
月
、
四
頁
。

一
八
一
号
の
論
考
に
お
い
て
は
、
第
一
回
聖
徳
太
子
奉
賛
会
総
合
展
に
出

品
の
岡
田
三
郎
助
の
作
品
《
掛
を
か
け
る
女
》
の
題
名
を
め
ぐ
っ
て
当
時
の

美
術
雑
誌
、
新
聞
、
没
後
の
『
日
本
美
術
年
鑑
』
所
収
「
昭
和
十
五
年
版
物

故
作
家
及
美
術
関
係
者
欄
」
に
現
れ
る
本
作
品
の
題
名
が
、「
掛
を
つ
け
た

る
女
」「
掛
け0

を
着0

た
る
女
」「
掛
を
着0

け
た
る
女
」（
傍
点
、
土
屋
）
と
揺

れ
て
い
る
事
例
を
重
ね
て
書
き
起
こ
し
て
、
最
後
に
、「
い
っ
た
い
こ
の
女

に
は
掛
を
つ
け
さ
せ
た
ほ
う
が
よ
い
の
か
着
せ
た
方
が
よ
い
の
か
、
そ
れ
と

も
か
け
さ
せ
た
ほ
う
が
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
氏
に
は
珍
し
く
ユ
ー
モ
ア

感
の
あ
る
言
葉
で
問
い
か
け
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
出
品
作
品
の

題
名
一
つ
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
藤
田
嗣
治
が
初
め
て
渡
欧
し
た
時
の
乗
船

の
港
や
、
平
櫛
田
中
の
生
年
月
日
、
小
山
正
太
郎
ら
が
起
こ
し
た
結
社
は
十

一
会
な
の
か
十
一
字
会
な
の
か
、
な
ど
な
ど
、
事
実
と
文
献
の
記
録
と
の
間

に
顕
わ
れ
る
揺
れ
や
齟
齬
の
中
か
ら
、
な
に
を
残
す
か
を
典
拠
文
献
の
吟
味

に
ま
で
遡
っ
て
、「
年
表
年
譜
の
客
観
性
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
そ
の
文
献

の
信
憑
性
を
よ
く
よ
く
見
き
わ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
締
め
く
く
っ
て

い
た
。

今
日
多
く
の
日
本
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
は
巻
末
に
個
展
で
あ
る
な
ら
ば

美
術
家
の
個
人
書
誌
と
そ
の
年
譜
が
参
考
資
料
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
、
そ
の

精
緻
さ
は
い
よ
い
よ
高
度
化
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
二
〇
一
二
年
四
月
に
盛
岡
の
岩
手
県
立
美
術
館
を
皮
切
り
に
、

葉
山
、
仙
台
、
松
江
、
世
田
谷
を
巡
回
し
た
『
生
誕
一
〇
〇
年　

松
本
竣
介

展
』
の
図
録
に
は
、
二
〇
〇
余
頁
の
作
品
編
と
ほ
ぼ
同
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
資
料

編
が
編
ま
れ
て
、
年
譜
、
展
覧
会
出
品
目
録
、
文
献
目
録
な
ど
が
収
載
さ
れ

て
、
あ
た
か
も
全
体
で
松
本
竣
介
百
科
事
典
の
趣
を
呈
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

こ
の
文
献
目
録
は
、
承
前
の
二
点
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
所
収
の
既
存
書
誌

を
踏
ま
え
て
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
書
誌
と
年
譜
は
ま
た
こ
の
よ
う
に
踏
み
越

え
ら
れ
、
改
訂
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
あ
ら
た
な
命
が
吹
き
込
ま
れ
る
、

生
き
た
編
纂
物
で
あ
る
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
─
情
報
の
「
次
性
」
の
復
権
を

以
上
、
書
誌
に
つ
い
て
の
断
想
を
書
き
連
ね
て
き
た
。
本
学
で
の
司
書
資

格
課
程
の
科
目
、
特
に
図
書
館
概
論
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
論
で
冒
頭
の
ジ
ョ
ン

ソ
ン
博
士
の
警
句
を
紹
介
し
て
い
る
。「
第
一
の
知
識
」
か
ら
「
第
二
の
知

識
」
と
し
て
の
例
え
ば
「
書
誌
」
を
、
さ
ら
に
は
、「
第
三
の
知
識
」
と
し

て
の
「
書
誌
の
書
誌
」
の
存
在
に
つ
い
て
伝
え
る
。

「
書
誌
」
に
せ
よ
、「
書
誌
の
書
誌
」
に
せ
よ
、
そ
こ
に
記
述
さ
れ
た
文
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字
の
連
な
り
、
テ
キ
ス
ト
は
、「
一
次
」
の
知
識
を
内
包
す
る
文
献
、
記
事
、

資
料
等
々
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
「
二
次
」
の
書
誌
、
文
献
目
録
、
索
引
等
々

「
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
」、
す
な
わ
ち
メ
タ
デ
ー
タ
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

メ
タ
デ
ー
タ
を
抽
出
し
、
そ
れ
を
集
成
す
る
こ
と
自
体
、
メ
タ
化
の
作
業
と

呼
び
う
る
。

こ
の
よ
う
に
一
次
を
メ
タ
化
す
る
と
二
次
が
生
ま
れ
、
二
次
を
メ
タ
化
す

る
な
ら
ば
三
次
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
、
情
報
に
は
「
次
性
」
が
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
次
（「
書
誌
の
書
誌
」）
を
見
れ
ば
二
次
（
書
誌
）
の
「
あ
り
ど
こ
ろ
」

が
分
か
る
、
二
次
を
見
れ
ば
一
次
（「
第
一
の
知
識
」）
の
「
あ
り
ど
こ
ろ
」

が
分
か
る
こ
と
の
構
造
を
、「
情
報
の
「
次
性
」」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
べ
き

と
こ
ろ
へ
と
導
く
（
図
6
）。

そ
れ
は
、
現
代
の
調
べ
る
道
具
の
も
っ
と
も
身
近
で
大
き
な
力
を
も
つ
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
チ
（
グ
グ
る
、
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
）
の
行
為

に
お
い
て
、
検
索
結
果
の
一
覧
と
そ
の
先
の
リ
ン
ク
へ
の
辿
り
の
過
程
に
お

い
て
は
、
こ
の
「
情
報
の
「
次
性
」」
の
構
造
が
す
っ
ぽ
り
と
抜
け
落
ち
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
図
書
館
の
カ
リ
マ
コ
ス
か
ら
、
ゲ
ス
ナ
ー
へ
、
ま

た
本
稿
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、『
世
界
書
誌
目
録
（R

épertoire 

Bibliographique U
niversel

：
Ｒ
Ｂ
Ｕ
）』
を
一
九
世
紀
末
に
ラ
・
フ
ォ
ン

図 6　「情報の次性：文献（一次）・書誌（二次）・書誌の書誌（三次）」
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テ
ー
ヌ
と
と
も
に
創
案
し
た
ベ
ル
ギ
ー
人
ポ
ー
ル
・
オ
ト
レ
（Paul M

arie 

Ghislain O
tlet, 

一
八
六
八
～
一
九
四
四
）
や
幾
多
の
図
書
館
員
あ
る
い
は

図
書
館
学
者
が
営
々
と
築
い
て
き
た
「
知
識
と
情
報
を
編
む
」
と
こ
ろ
に
あ

る
知
恵
の
伝
承
の
一
角
と
し
て
、「
書
誌
を
編
む
」
こ
と
の
意
味
を
い
か
に

伝
え
ら
れ
る
か
、
ペ
ン
と
キ
ー
ボ
ー
ド
、
紙
と
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
違
い
を
越

え
て
、
今
後
い
か
に
継
承
で
き
る
の
か
を
自
ら
と
学
生
に
問
い
か
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

註
お
よ
び
参
考
文
献

（
1
）
光
文
社
、
二
〇
一
一
年
。

（
2
）
三
浦
、
前
掲
書
、
二
七
頁
。

（
3
）
丸
善
、
一
九
八
二
年
。

（
4
）
新
版
、
日
本
図
書
館
協
会
、
二
〇
〇
四
年
。

（
5
）
丸
善
、
一
九
八
八
年
、
七
五
～
九
二
頁
。

（
6
）
上
下
巻
と
も
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
九
七
年
。

（
7
）
堀
込
は
、
長
澤
の
『
書
誌
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
─
文
献
目
録
を
作
る
人
の
た
め
に
』（
日
本

索
引
家
協
会
編
集
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
八
〇
年
）
の
「
第
一
章　

書
誌
と
そ
の

構
成
」
に
あ
る
五
頁
の
、「
図
1
・
1　

書
誌
（
学
）
の
種
類
」
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
、「
列

挙
書
誌
」
を
「
体
系
書
誌
学
（
列
挙
書
誌
）」
と
し
、
そ
れ
に
対
当
す
る
も
の
と
し
て
「
分

析
書
誌
学
（
批
判
書
誌
学
）」
を
当
て
、
下
位
層
に
「
史
的
書
誌
学
」「
原
文
書
誌
学
」「
記

述
書
誌
学
」
を
位
置
づ
け
て
お
り
、
全
体
を
「
書
誌
」
と
し
て
括
っ
て
い
る
。
堀
込
『
書

誌
と
索
引
─
情
報
ア
ク
セ
ス
の
た
め
の
機
能
と
使
い
方
』（
図
書
館
員
選
書
・
一
九
）
日
本

図
書
館
協
会
、
一
九
九
〇
年
、
一
八
頁
。

　

上
記
の
『
書
誌
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
は
日
本
索
引
家
協
会
（Japan Indexers A

ssoci-
ation

）
の
編
集
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
「
ま
え
が
き
」
に
お
い
て
長

澤
は
、「
書
誌
本
体
の
編
成
の
あ
り
方
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
の
が
索
引
で
あ
る
」（
ⅲ

頁
）
と
書
い
た
よ
う
に
、
索
引
家
お
よ
び
書
誌
編
纂
家
は
多
く
が
重
な
る
。
そ
の
索
引
家

（indexers

）
に
よ
る
専
門
職
能
団
体
と
し
て
、the Society of Indexers: the profes-

sional body for indexers in the U
nited K

ingdom
 and Ireland

が
誕
生
し
た
の
が

一
九
五
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。https://w

w
w

.indexers.org.uk/

　

以
後
、A

m
erican Society for Indexing

、Indexing Society of Canada, A
us-

tralian and N
ew

 Zealand Society of Indexers

、China Society of Indexers

の

あ
る
こ
と
が
同
協
会
の
サ
イ
ト
か
ら
確
認
で
き
る
。
日
本
に
お
い
て
も
多
数
多
岐
に
わ
た

る
書
誌
、
参
考
図
書
を
専
門
に
刊
行
す
る
出
版
社
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
に
事
務
局
を
置

く
日
本
索
引
家
協
会
が
一
九
七
七
年
に
誕
生
し
て
、
専
門
誌
『
書
誌
索
引
展
望
』
も
創
刊

さ
れ
た
が
、
惜
し
く
も
、
一
九
九
七
年
三
月
に
二
〇
巻
四
号
お
よ
び
別
冊
を
刊
行
し
て
幕

を
閉
じ
た
。
日
本
索
引
家
協
会
は
、
先
に
挙
げ
た
『
書
誌
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
一
九
八
〇

年
）、『
索
引
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
一
九
八
三
年
）
を
遺
し
て
、
日
本
の
書
誌
索
引
論
の
深

化
拡
大
に
寄
与
し
た
。
そ
の
専
門
誌
『
書
誌
索
引
展
望
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
か
ら
五
二

点
が
選
別
さ
れ
て
採
録
さ
れ
た
の
が
、『
書
誌
を
つ
く
る　

上
・
下
巻
』（
と
も
に
一
九
九

七
年
）
で
あ
る
。
書
誌
の
事
例
と
し
て
、
そ
の
九
分
類
の
も
と
に
、
個
別
の
書
誌
名
を
以

下
に
挙
げ
て
お
く
。

1
．
書
誌
の
書
誌　

例
：
沖
縄
書
誌
総
覧
─
沖
縄
書
誌
の
書
誌　

ほ
か
一
点

2�

．
解
題
書
誌　

例
：
ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
資
料
事
典
─
ア
メ
リ
カ
研
究
図
書
解
題　

ほ

か
六
点

3�

．
選
択
書
誌　

例
：
世
界
を
学
ぶ
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
─
世
界
地
域
研
究
基
本
文
献
目
録　

ほ
か
三
点

4
．
個
人
書
誌　

例
：
芥
川
龍
之
介
書
誌
・
序　

ほ
か
四
点

5
．
著
者
書
誌　

例
：
開
高
健
書
誌　

ほ
か
四
点
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以
上
、
上
巻

6�

．
解
題
書
誌　

例
：
外
国
に
お
け
る
日
本
文
学
─
一
九
四
五
～
一
九
九
〇　

ほ
か
一
三

点
7
．
雑
誌
記
事
索
引　

例
：
経
済
学
文
献
季
報　

ほ
か
二
点

8�

．
所
蔵
目
録　

例
：
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
日
本
関
係
欧
文
図
書
館
総
覧
─
一

九
五
〇
年
以
前
刊
行
分　

ほ
か
五
点

9
．
総
合
目
録　

例
：
埼
玉
県
立
図
書
館
合
同
蔵
書
目
録
Ⅱ　

ほ
か
五
点

　

以
上
、
下
巻

（
8
）
後
日
刊
行
の
講
談
社
学
術
文
庫
版
（
一
九
八
五
年
）
に
は
こ
の
巻
頭
の
頁
が
削
除
さ
れ

て
い
る
の
で
、
注
意
を
要
す
る
。

（
9
）
通
称
Ｊ
Ａ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
の
こ
と
。http://w

w
w

.m
om

at.
go.jp/am

/library/jal2016/

（
10
）
Ｗ
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
全
文
お
よ
び
ス
ラ
イ
ド
は
右
記
ア
ド
レ
ス
か
ら
辿

り
、http://w

w
w

.m
om

at.go.jp/am
/w

p-content/uploads/sites/3/2016/04/J201
5_220.pdf

よ
り
入
手
可
。

（
11
）
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
図
書
館
の
終
焉
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
邦
文
の
基
本
書
と

し
て
は
、
モ
ス
タ
フ
ァ
・
エ
ル
＝
ア
バ
デ
ィ
著
、
松
本
慎
二
訳
、『
古
代
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ

ア
図
書
館　

よ
み
が
え
る
知
の
宝
庫
』
中
公
新
書
、
一
九
九
一
年
が
あ
る
。
二
〇
〇
九
年

公
開
の
映
画
『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
』（
原
題
：A

gora

）
に
お
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

よ
る
破
壊
と
明
示
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

（
12
）
藤
野
幸
雄
著
『
図
書
館
史
・
総
説
』（
勉
誠
出
版
、
一
九
九
九
年
）
に
お
い
て
、「
資
料

集
積
の
痕
跡
を
た
だ
ち
に
図
書
館
と
見
な
す
に
は
異
論
が
あ
り
う
る
」（
一
五
頁
）、
な
ど
。

（
13
）
鼓
直
訳
『
伝
奇
集
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
三
年
に
所
収
。

（
14
）
河
島
英
昭
訳
、
東
京
創
元
社
、
一
九
九
〇
年
。

（
15
）
こ
の
訳
文
は
、
註（
16
）の
ち
く
ま
学
芸
文
庫
に
引
用
の
篠
田
一
士
訳
、『
別
冊
国
文
学
』

二
二
の
も
の
。

（
16
）
シ
ャ
ル
チ
エ
著
、
長
谷
川
輝
夫
訳
、
文
化
科
学
高
等
研
究
院
出
版
局
、
一
九
九
三
年
、

後
に
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
六
年
。

（
17
）
シ
ャ
ル
チ
エ
、
前
掲
書
、
一
二
四
頁
。

（
18
）
清
水
由
貴
子
訳
、
柏
書
房
、
二
〇
一
三
年
。

（
19
）
ユ
ゴ
ー
著
、
辻
昶
、
松
下
和
則
訳
、
岩
波
文
庫
、 

二
〇
一
六
年
、
上
巻
、
三
四
七
頁
。

（
20
）
ユ
ゴ
ー
、
前
掲
書
、
三
七
八
頁
。

（
21
）
ゲ
ス
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
左
記
文
献
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
記
し
て
、
謝
意
を
表
し

た
い
。

ハ
ン
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
著
、
今
泉
み
ね
子
訳
、『
ゲ
ス
ナ
ー　

生
涯
と
業
績
』
博
品
社
、

一
九
九
四
年
。

雪
嶋
宏
一
「
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ゲ
ス
ナ
ー
と
一
六
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
図
書
館
」『
図
書
館
文

化
史
研
究
』、
三
四
号
、
二
〇
一
七
、
一
〇
一
～
一
二
八
頁
を
は
じ
め
と
す
る
先
行
関
連
諸

論
文
。

和
泉
雅
人
「Conrad Gessner

：『
萬
有
書
誌
』
及
び
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
総
手
彩
色

『
動
物
誌
』
に
つ
い
て
」『
應
義
塾
図
書
館
の
蔵
書
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
、

五
～
五
六
頁
。

Bibliotheca universalis

の
訳
語
に
つ
い
て
も
「
萬
（
万
）
有
書
誌
」「
書
誌
総
覧
」
な

ど
複
数
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、「
世
界
書
誌
」
と
し
て
一
貫

し
た
。

（
22
）
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、
前
掲
書
、
五
頁
。

（
23
）
ア
ン
・
ブ
レ
ア
著　

住
本
規
子
、
廣
田
篤
彦
、
正
岡
和
恵
訳
、『
情
報
爆
発　

初
期
近
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
情
報
管
理
術
』
中
央
公
論
新
社
、
七
頁
。

（
24
）
和
泉
、
前
掲
書
、
一
五
四
頁
。

（
25
）
ブ
レ
ア
、
前
掲
書
、
七
四
頁
。

（
26
）
司
馬
遼
太
郎
は
、「
エ
ス
コ
リ
ア
ル
宮
で
フ
ェ
リ
ー
ペ
二
世
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ゆ
ゆ

し
さ
」
と
『
街
道
を
ゆ
く
二
三　

南
蛮
の
み
ち
Ⅱ
』
に
お
い
て
書
い
て
い
る
が
、
造
営
者
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【特集】情報を編む／解く

で
あ
る
王
フ
ェ
リ
ー
ペ
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
王
以
上
に
異
形
な
存
在
が
、
こ
の
「
鉱か
な

滓ぐ
そ

捨
て
場
」
の
意
を
持
つ
エ
ス
コ
リ
ア
ル
宮
で
あ
る
こ
と
が
司
馬
の
短
文
か
ら
垣
間
見
ら
れ

る
。
朝
日
文
芸
文
庫
、
一
九
八
八
年
、
九
二
～
一
〇
三
頁
。

（
27
）
シ
ャ
ル
チ
エ
、
前
掲
書
、
一
二
四
頁
。

（
28
）
こ
の
大
英
博
物
館
円
形
閲
覧
室
に
日
参
し
て
研
究
に
没
頭
し
た
南
方
熊
楠
は
、
渡
英
前
、

ア
メ
リ
カ
滞
在
中
の
日
記
に
、「
夜
感
有
り
、
コ
ン
ラ
ー
ド
・
ゲ
ス
ネ
ル
の
伝
を
読
む
。
吾

れ
欲
く
は
日
本
の
ゲ
ス
ネ
ル
と
な
ら
ん
」
と
書
い
た
こ
と
を
思
い
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
ゲ

ス
ナ
ー
─
南
方
─
パ
ニ
ッ
ツ
ィ
の
、
三
者
の
円
環
が
結
ぶ
の
で
あ
る
（
参
考
：
桂
英
史
著

『
メ
デ
ィ
ア
論
的
思
考
』
青
弓
社
、
一
九
九
六
年
、
九
〇
頁
）。

（
29
）
一
九
世
紀
末
か
ら
活
動
を
始
め
る
ポ
ー
ル
・
オ
ト
レ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、

二
〇
世
紀
半
ば
以
降
に
発
展
す
る
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
を
中
核
と
す
る
書
誌
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
、
二

〇
世
紀
末
か
ら
二
一
世
紀
に
か
け
て
進
むGoogle Books

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、Eurpeana

、

Ｄ
Ｐ
Ｌ
Ａ
（T

he D
igital Public Library of A

m
erica

）
な
ど
も
「
世
界
書
誌
の
夢
」

の
系
譜
に
位
置
づ
け
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
対
象
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
と

本
稿
の
性
格
に
拠
り
、
世
界
書
誌
の
起
源
で
あ
り
、「
書
誌
学
の
父
」（
和
泉
、
前
掲
書
、

五
頁
）
と
し
て
の
ゲ
ス
ナ
ー
と
そ
の
周
辺
お
よ
び
若
干
の
後
継
を
紹
介
す
る
に
お
い
て
の

み
に
留
め
置
い
た
。

（
30
）
水
谷
『
現
代
の
眼
』
五
四
九
号
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
─
二
〇
〇
五
年
一
月
、
三
頁
。

（
31
）
エ
フ
ェ
メ
ラ
（ephem

era

）
と
は
、
も
と
は
蜉
蝣
の
意
。
儚
く
消
え
去
り
や
す
い
片
々

た
る
印
刷
物
の
意
で
あ
り
、
図
書
館
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
さ
れ

る
対
象
の
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
資
料
群
。

（
32
）
三
元
社
、
二
〇
〇
五
年
。

（
33
）
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年
。

（
34
）
中
島
「
日
本
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
現
代
の
図
書
館
』、
二
八
巻

四
号
、
一
九
九
〇
年
、
二
一
六
～
二
二
三
頁
。

註
お
よ
び
図
に
あ
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
二
〇
一
九
年
一
月
八
日
に
参
照
し
て
、
確
認
。


